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国
会
議
員
の
中
に
は
特
別
に
専
門
性
を
有
す
る
者
も
お
り
、
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
国
民
の
為
に
従
事
す
る
者
も
い
る
。

し
た
が
っ
て
次
の
事
項
を
質
問
す
る
。 

一 

国
会
議
員
は
令
和
元
年
度
に
お
い
て
特
別
職
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

二 

国
会
議
員
は
令
和
二
年
度
以
降
、
地
方
公
務
員
法
第
三
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
専
門
的
な
知
識
と
経
験
ま
た

は
識
見
を
有
す
る
者
が
就
く
職
と
し
て
、
市
民
病
院
医
師
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


